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ようこそ！新１年生
　４月９日、町内小学校で入学式が行われ１６６人が

小学生の仲間入り。下結城小学校では、上級生が花の

アーチと歓迎の言葉で 29 人の新１年生を迎えました。



会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 35億7,972万円 32億　733万円 89.6% 32億2,119万円 90.0%
後 期 高 齢 者 1億8,334万円 1億8,257万円 99.6% 1億6,485万円 89.9%
介 護 保 険 17億4,611万円 16億6,262万円 95.2% 15億1,568万円 86.8%
中央土地区画 1億7,764万円 1億5,157万円 85.3% 1億　988万円 61.9%
農業集落排水 5億8,718万円 2億4,702万円 42.1% 4億9,495万円 84.3%
下 水 道 4億5,953万円 3億6,106万円 78.6% 3億3,923万円 73.8%
合 計 67億3,352万円 58億1,217万円 86.3% 58億4,578万円 86.8%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 4億 7,891万円 4億 6,491万円 97.1%
収益的支出 3億 9,476万円 2億　346万円 51.5%
資本的収入 0円 0円 -
資本的支出 7,735万円 5,639万円 72.9%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
平
成
29
年
度
（
平
成
30
年
３
月
31

日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ

を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し

て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　 予算額 78億 9,792万円

特別会計

〇歳入（収入済額）76億 284万円（執行率 96.3%）

〇歳出（支出済額）69億 5,254万円（執行率 88.0%）

水道事業会計

0 5 10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30
町 税 28億 4,771万円

17億 9,439万円
6億 3,051万円

3億 2,102万円

4億 6,808万円

3億 3,692万円

3億 5,212万円

1億 6,357万円
1億 4,863万円
5億 3,989万円

24億 2,587万円

6 億 9,367万円
13億 3,658万円

5億 1,430万円

4億 6,014万円

4 億 1,933万円

4億 3,354万円

6億 6,911万円

地方交付税

町 債

国庫支出金
繰 越 金

繰 入 金

県 支 出 金

地方譲与税

そ の 他

民 生 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

農林業費

そ の 他

地方消費税交付金

（億円）

（億円）

・土地　　　　  690,145㎡（道路、河川は含まない）
・建物　　　　　 67,353㎡
・基金　　29億 8,857万円

124億 1,920万円
（特別会計を含む）
内　訳
　一般会計　　　　 

　71億 1,469万円
　中央土地区画整理事業会計

　３億 8,595万円
　農業集落排水事業会計

　　　22億 1,670万円
　下水道事業会計　　　

　　　25億 4,523万円
　水道事業会計
　　　　　　１億 5,663万円

町民 1人が納めた町税 　　　　　　　   12万 6,111円
1世帯が納めた町税　　 　　　　　　    37万　265円
町民 1人に使われた予算　（一般会計）    30万 7,893円
1世帯に使われた予算　　 （一般会計）    90万 3,984円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1人・1世帯当たりの状況

※町が特定の事業を⾏う場合、⼀般会計と区分して経理するものです

財務課財政係（内線 3120）
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⾏政区 区⻑名 副区⻑名 ⾏政区 区⻑名 副区⻑名
仁 江 ⼾ 東 村 松 道 夫 ⼩ ⼝ 清 ⼀ 瀬 ⼾ 井 〇廣 瀬 賢 ⼀ 初 沢 武 光
仁 江 ⼾ ⻄ 中 ⼭ ⽂ 夫 ⾼ 野 孝 男 ⼩野⾥ 家 ⼀
粟 野 ⼟ 屋 完 男 ⼟ 屋   操 兵 庫・ 沼 端 荒 井 健 雄 渡 辺 敏 光
⽚ ⾓ 中 島 ⾏ 男 ◎猪 瀬   誠 前 ⽥ ⼩ 林 ⼀ 郎 中 ⼭   誠
中 野 稲 葉   茂 古 澤   孝 ⾼ 野 ⼩ 菅 次 男 ⼭ 中 五 郎
苅 橋 諏 訪 正 樹 坂 従   実 伊 勢 ⼭ 海⽼原   光 ⼤久保 修 ⼆
東 ⼤ ⼭ 渡 邉 常 雄 ⾼ ⽥ 宣 夫 根 ノ ⾕ ⼩ 川 好 和 ⻘ ⽊ 幹 雄
太 ⽥ 古 橋 幸 ⼀ ⼭ ⼝ 俊 ⺒ 菅 ⾕ ⻄ 中 村 政 ⼀ ⼭ 﨑 幸 ⼀

若 ⾼ ⾕ 常 男 仲 ⼭ 光 家 ⻄ ⼤ ⼭ 幸 ⽥   実 爲我井   勇
沼 森 ⾼ 橋   進 ⾼ 橋 ⼀ 義 塩 本 ⼩ 川 ⼀ 治 安 ⽥ 英 宣
⾙ ⾕ 杉 ⼭   宏 濵 名   進 圀府⽥ 正 ⼈
川 尻 〇坂 野 義 信 古 澤 ⽂ 雄 下 ⼭ 川 櫻 井 清 ⼀ ⾼ 﨑   隆
今 ⾥ ⼭ ⼝ 愼⼀郎 御園⽣   孝 粕 礼 照 内 堆 夫 菊   保 雄
本 郷 ⼩ ⽵ 敏 男 ⼩ ⽵ 弘 敏 本 ⽥ 古 ⾕ 定 雄 宮 本 邦 雄
蕗 ⽥ 國府⽥ 富 雄 ⽔ 書 哲 也 前 ⼭ 弦 巻   武 ⿊ ⼦ 昭 好
東 蕗 ⽥ ⼩ ⽵ 貞 男 ⽔ 書 森 治 松 ⼭ 幸 ⽥ 裕 之 ⼤ ⽵ 光 明
新 地 関   好太郎 野 中   昇 天 王 ⽊ 番 ⽥ ⼤ ⾥ 章 ⼀ 堀 ⽶   清
福 岡 福 ⽥ ⼀ 夫 ⽊ 村 光 男 築 越 六 軒 ⼩⽥辺 義 章 ⼤久保   登
栗 ⼭ 藤 ⽊ 芳 夫 藤 ⽊ 哲 雄 ⼆ ツ 釜 ⼤ ⾥ 正 三 ⼤ ⾥ 治 夫
尾 崎 ⻄ ⼭ ⼀ 雄 遠 藤 敬 ⼀ 道 前 六 保 〇古 ⾕   博 諏 訪 喜 ⼀
⼤ 間 ⽊ 寺 ⽥   茂 堤     進 平 塚 新 ⽥ 河 ⼝   智 河 ⼝   彰
芦 ケ ⾕ 新 ⽥ ⾦ ⼦   孝 仲 野 茂 雄 ⽔ ⼝ ⾺ 場   勇 〇⻫ 藤   実
⾈ ⼾ ⼤久保 隆 夫 栗 原 勝 美 松 本 ⼩ ⽵   淳 ⻘ ⽊ 勝 廣
仲 坪 久保⾕ ⼀ 衛 瀬 﨑 茂 夫 久 下 ⽥ ⽚ 平   博 湯 本 富 雄
⼭ ノ 神 横 島 広 司 ⾼ 橋 誠⼀郎 新 井 ◎新 井   泉 飯 ⽥ 繁 夫
神 ⼭ 秋 葉 照 雄 秋 葉 信 男 ⼋ 町 ⽔ 書 ⽂ 彦 杉 ⽥ 昭 廣

磯 ⼤ ⽵ 孝 之 ⼤ ⽵ 敏 幸 袋 中 ⼭   明 枝   勝 実
村 貫 東 宮 本 三 郎 ⼩ 沼 佳 雄 野 ⽖ 草 間 勝 美 〇⼤久保 興 治
村 貫 ⻄ 〇相 澤   丈 相 沢 ⽂ 雄 坪 井 ⾕ 中 克 ⼰ ⾕ 中   匡
佐 野 東 幸 ⽥ ⾏ 男 爲我井 哲 男 ⾼ 崎 中 莖 貞 良 島 ⽥ 清 晴
佐 野 ⻄ 爲我井 義 雄 廣 瀬 和 夫 ⼤ 渡 ⼾ 中 ⼭ 只 ⼀ 中 ⼭ 達 男

※◎は区⻑親和会会⻑、副区⻑会会⻑
 〇は区⻑親和会副会⻑、副区⻑会副会⻑

⼤ ⾥ ⼭ 中 満 雄 柴   正 志
⼩ 屋 倉 持 昌 幸 ⾼ 島 忠 之

平成 30年度⾏政区⻑・⾏政副区⻑⼀覧 （平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇現在・敬称略）

　

４
月
10
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
30
年
度
行
政
区
長
・
副
区

長
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。
大
久
保
司
町
長
が
平
成
30

年
度
施
政
方
針
を
説
明
し
た
あ

と
、
担
当
部
課
長
等
か
ら
予
算

や
主
な
事
務
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川

事
務
所
か
ら
は
、
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
32
年
度
完

了
予
定
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
と
長
時
間
に
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
は
、
行
政

区
運
営
に
役
立
て
よ
う
と
真
剣

な
表
情
で
説
明
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
施
政
方
針
】

〇
健
康
・
福
祉
の
充
実

〇
生
活
環
境
・
都
市
基
盤
の
整

備〇
教
育
と
文
化
の
振
興

〇
産
業
の
振
興

〇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
人
・
地
域
と
も
に
輝
く
協
働
の

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

施政方針を説明する大久保町長

町執行部の説明を熱心に聞く参加者

み
ん
な
が
輝
く
協
働
の
ま
ち
実
現
の
た
め

ー
平
成
30
年
度
行
政
区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
ー
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閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

平成 29 年６月 13 日
株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤沢昌樹
東京都荒川区西日暮里 2-40-10

「平成 29 年度茨城県政世
論調査」の対象者抽出の
ため

大字磯在住の 18 歳以上の
男女

区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 2 1 0 1 0

議 会 0 0 0 0 0

教 育 委 員 会 1 0 1 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0

個人情報 町 長 0 0 0 0 0

平成 29年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況

平成 29年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
平成 29 年度の選挙⼈名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4 第 7 項及び公職選挙法施⾏規則第 3 条の 4 の規
定により公表します。なお、在外選挙⼈名簿抄本については、閲覧の申出がありませんでした。

問  総務課⾏政管理係（内線 3310）

平成 29 年度における情報公開制度・個⼈情報保護制度の実施状況をお知らせします。

職 名 ⽒ 名 ⾏政区
団 ⻑ ⼩ 菅 康 司 ⾼ 野
副 団 ⻑ 沢 ⽊ 清 司 ⾼ 野
副 団 ⻑ 渡 辺 利 明 久下⽥
指 導 ⻑ 沢 ⽊ ⾥ ⽀ ⾼ 野
指 導 員 ⽣ 井 英 公 佐野東
指 導 員 杉 ⽥ 敏 博 ⾼ 野
指 導 員 岩 ⽥   ⼤ 太 ⽥
第１分団⻑ 飯ケ⾕ 重 男 粟 野
第２分団⻑ ⾼ ⽥   尚 太 ⽥
第３分団⻑ 岡 ⽥ 義 則 ⻄⼤⼭
第４分団⻑ ⼤ ⾥ 将 史 神 ⼭
第５分団⻑ ⽯ 塚 ⼤ 輔 築越六軒
第６分団⻑ ⽚ 平   徹 久下⽥
第７分団⻑ ⽣ 井 正 和 ⾼ 野

　

３
月
25
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
30
年
度
八
千
代
町
消
防
団
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
菅

康
司
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ

23
人
が
退
団
、
22
人
が
入
団
し
ま

し
た
。
式
に
際
し
大
久
保
司
町
長

が
「
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
町
防
災

の
要
で
す
。
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
団
長
訓
示
で
は
、
小
菅
団
長

が
退
団
す
る
団
員
に
労
い
の
言
葉

を
贈
っ
た
あ
と
「
火
災
だ
け
で
な

く
自
然
災
害
発
生
時
に
も
私
た
ち

消
防
団
が
果
た
す
役
割
は
大
変
重

要
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
意
識
を
強
く
持

ち
、消
防
活
動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
の
後
、
新
入
団
員

は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移

動
。
先
輩
団
員
の
指
導
の
も
と
、

規
律
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
を
終
え
た
団
員
は
「
訓

練
に
参
加
し
、
八
千
代
町
消
防
団

の
一
員
に
な
っ
た
実
感
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

放水訓練を行う新入団員

小菅団長から辞令を受ける団員

平成 30 年度八千代町消防団役員
（敬称略）
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自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

　
　

  

ー
平
成
30
年
度
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
開
催
ー



■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

□
課
長

／
馬
場
俊
明
（
参
事
）

■
財
務
課　

□
課
長
／
大
里
斉

（
長
寿
支
援
課
参
事
）

◆
保
健
福
祉
部　

□
部
長
／
塚
原

勝
美
（
国
保
年
金
課
長
兼
長
寿
支

援
課
長
）

■
福
祉
課　

□
課
長
／
川
村
俊
之

（
秘
書
課
参
事
）
□
課
長
補
佐
／

鈴
木
和
美
（
主
査
）

■
長
寿
支
援
課　

□
課
長
／
宮
田

圭
子
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）
□

課
長
補
佐
／
秋
葉
通
明
（
消
防
交

通
課
長
補
佐
）

■
国
保
年
金
課　

□
課
長
兼
健
康

増
進
課
長
／
飯
ケ
谷
智
巳
（
税
務

課
参
事
）

◆
産
業
建
設
部　

■
産
業
振
興
課　

□
課
長
／
飯
岡

勝
利
（
課
長
補
佐
）
□
課
長
補
佐
／

瀬
崎
清
一
（
都
市
建
設
課
長
補
佐
）

■
都
市
建
設
課　

□
課
長
補
佐
／

西
村
良
（
主
査
）

■
環
境
対
策
課　

□
課
長
／
宮
本

正
巳
（
税
務
課
長
補
佐
）

◆
教
育
委
員
会　

□
教
育
次
長
兼

学
校
教
育
課
長
／
青
木
和
男
（
生

涯
学
習
課
長
）

■
学
校
教
育
課　

□
課
長
補
佐
／

小
林
由
実（
議
会
事
務
局
長
補
佐
）

□
課
長
補
佐
／
諏
訪
敦
史
（
上
下

水
道
課
長
補
佐
）

■
生
涯
学
習
課　

□
公
民
館
長
兼

図
書
館
長
兼
課
長
／
渡
辺
孝
志

（
産
業
振
興
課
長
）

■
会
計
課　

□
会
計
管
理
者
兼
課

長
／
中
久
喜
勉
（
総
務
課
長
）
□

課
長
補
佐
／
大
里
智
佳
子
（
給
食

セ
ン
タ
ー
主
査
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局　

□
局
長

／
宮
本
正
美
（
福
祉
課
長
兼
健
康

増
進
課
長
）

〇
新
規
採
用　

□
総
務
課
主
事
／

柴
菜
々
美
□
税
務
課
主
事
／
武
井

麻
美
□
税
務
課
主
事
／
秋
葉
潤
□

戸
籍
住
民
課
主
事
／
粟
野
優
奈
□

福
祉
課
主
事
／
木
村
汐
里
□
福
祉

課
主
事
／
佐
々
木
詩
織
□
福
祉
課

主
事
／
後
藤
庸
子
□
長
寿
支
援
課

主
事
／
河
添
智
早
□
国
保
年
金
課

主
事
／
舟
橋
千
尋

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
内
田
武
（
東
中
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
教
諭
／
高
松
武

弘
（
大
宝
小
）
□
教
諭
／
大
橋
か

お
り
（
下
館
西
中
）
□
養
護
教
諭

／
秋
元
晴
代
（
弓
馬
田
小
）

■
安
静
小　

□
校
長
／
石
津
光
彦

（
鹿
島
中
）
□
教
諭
／
田
﨑
浩
美

（
川
西
小
）

■
中
結
城
小　

□
教
諭
／
鈴
木
清

子
（
筑
西
市
中
小
）
□
教
諭
／
武

笠
研
一
（
東
部
中
）
□
教
諭
／
中

山
雅
則
（
県
知
事
部
局
）
□
係
長

／
山
中
歩
（
逆
井
山
小
）

■
下
結
城
小　

□
校
長
／
大
澤
敦

子
（
騰
波
ノ
江
小
）
□
教
頭
／
外

山
薫
（
総
和
中
）

■
川
西
小　

□
校
長
／
飯
泉
知
那

美（
川
島
小
）□
教
頭
／
野
尻
勝（
大

和
田
小
校
長
）
□
教
諭
／
澤
邊
環

（
東
部
中
）□
教
諭
／
佐
川
琢
哉（
東

中
）

■
東
中　

□
校
長
／
白
石
光
浩

（
三
和
北
中
）
□
教
諭
／
鈴
木
千

香
子
（
下
妻
中
）

■
八
千
代
一
中　

□
校
長
／
石
塚

浩
司
（
県
西
教
育
事
務
所
）
□
教

頭
／
田
神
昭
（
八
千
代
町
教
育
委

員
会
）
□
教
諭
／
小
島
啓
元
（
江

川
南
小
）
□
栄
養
教
諭
／
高
知
美

保
（
境
二
中
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□
指

導
主
事
／
野
口
修（
長
田
小
校
長
）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
お

よ
び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
鈴
木
一
男
（
総
務
部
長
）
□
相

田
敏
美
（
保
健
福
祉
部
長
）
□
鈴

木
忠
（
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課

長
）
□
柴
森
米
光
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
）
□
内
山
博
（
環
境

対
策
課
長
）
□
高
野
実
（
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）
□
大
久
保
正
巳

（
生
涯
学
習
課
主
査
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

◆
秘
書
公
室

■
秘
書
課　

□
課
長
補
佐
／
大
林

伸
光
（
主
査
）
□
課
長
補
佐
／
市

村
隆
男
（
上
下
水
道
課
主
査
）

◆
総
務
部　

□
部
長
／
野
村
勇

（
企
画
財
政
部
長
兼
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）

■
総
務
課　

□
課
長
／
生
井
好
雄

（
参
事
）

■
消
防
交
通
課　

□
課
長
補
佐
／

青
木
譲
（
税
務
課
長
補
佐
）

◆
企
画
財
政
部　

□
部
長
／
中
村

弘
（
財
務
課
長
）

が
あ

ま

た

役　

場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
課
長
補
佐
級
以
上
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
教
諭
／
安
達
由

利
子
（
関
城
東
小
）
□
教
諭
／
中
島

稜
人
（
新
規
採
用
）
□
養
護
教
諭
／

稲
見
容
子
（
弓
馬
田
小
）

■
安
静
小　

□
校
長
／
高
橋
長
男

（
上
辺
見
小
）

■
中
結
城
小　

□
教
諭
／
坂
入
久

美
子
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
照
沼

良
弘
（
新
規
採
用
）
□
係
長
／
尾

関
桜
（
結
城
南
中
）

■
下
結
城
小　

□
校
長
／
佐
々
木

英
治
（
水
戸
教
育
事
務
所
）
□
教

頭
／
計
良
明
美
（
内
野
山
小
）

■
川
西
小　

□
校
長
／
宇
梶
京
子

（
中
央
小
）
□
教
頭
／
井
上
德
伸

（
高
道
祖
小
）
□
教
諭
／
高
嶋
浩

美
（
山
川
小
）
□
教
諭
／
田
﨑
浩

美
（
安
静
小
）

■
東
中　

□
校
長
／
中
島
洋
子

（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
佐
川
琢
哉

（
川
西
小
）
□
教
諭
／
橋
本
拓
磨

（
下
妻
中
）

■
八
千
代
一
中　

□
校
長
／
栃

木
孝
行
（
結
城
西
小
）
□
教
頭

／
國
府
田
睦
（
大
野
小
）
□
教
諭

／
浅
野
将
（
下
妻
中
）
□
教
諭

／
淀
縄
直
弥
（
新
規
採
用
）
□

教
諭
／
太
田
喜
子
（
新
規
採
用
）

□
栄
養
教
諭
／
吉
原
由
希
子
（
大

村
小
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□
指

導
主
事
／
田
神
昭（
八
千
代
一
中
）

人

事

異

動

服務宣誓する新採職員（4月 2日、辞令交付式で）

学　

校
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話　題
Topics

話　題
Topics

叙
勲　

旭
日
双
光
章
を
受
章

ー
町
議
の
湯
本
直
さ
ん
（
野
爪
）
ー

地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定

ー
町
と
町
内
郵
便
局
が
締
結
ー

日
赤
茨
城
県
支
部
よ
り
感
謝
状

ー
日
赤
事
業
に
貢
献
ー

　

野
爪
の
湯
本
直
さ
ん
が
、
高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。
湯
本
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
八
千
代
村
議

会
議
員
に
当
選
し
現
在
ま
で
13
期
50
年
間
、
町
議
会
議
員
に

在
職
し
町
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
54

年
か
ら
58
年
ま
で
は
町
議
会
議
長
を
務
め
、
そ
の
ほ
か
西
南

広
域
事
務
組
合
議
会
議
長
や
結
城
郡
衛
生
組
合
議
会
議
長
な

ど
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
町
だ
け
で
な
く
広
域
行
政
に
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、
大
久
保
司
町
長
に
受
章
報
告
の
た
め
役
場
に

訪
れ
た
湯
本
さ
ん
は
「
50
年
間
と
い
う
永
き
に
わ
た
り
議
員

活
動
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
今
後
も
町
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
、
役
場
会
議
室
で
町
と
町
内
郵
便
局
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
、
八
千
代
郵
便
局
の
鈴
木
廣
勝
局
長
を
始
め
町

内
郵
便
局
長
が
出
席
し
、
大
久
保
司
町
長
と
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
目
的
と
す
る
本
協
定
は
、
郵
便
局
員
が
日
常

業
務
の
中
で
、
道
路
損
傷
箇
所
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
際
の
情
報
提
供
や
、
災
害
発
生
時
に
は
相
互
に
協
力

し
必
要
な
対
応
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
局
長
は
「
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の

方
々
に
安
心
も
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
局
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
取
り
組
み
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
を
務

め
る
神
山
の
須
澤
哲
郎
さ
ん
が
、
日

本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
よ
り
表

彰
を
受
け
、
４
月
11
日
に
大
久
保

司
町
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
、

長
年
事
業
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
受
賞
で
す
。

　

須
澤
さ
ん
は
「
よ
り
多
く
の
地

域
の
方
々
に
、
日
赤
の
活
動
内
容

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
の
交
通
事
故
防
止
を

目
的
に
、町
交
通
安
全
母
の
会（
沢

木
健
夫
顧
問
、
高
橋
裕
美
会
長
）

か
ら
町
内
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
に
反
射
タ
ス
キ
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
28
日
に
役
場
を
訪
れ
た
高

橋
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
事
故

に
あ
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
い
た

た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
こ
の
タ
ス
キ
が
事
故
防
止
の

一
助
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

大久保町長と協定書を取り交わす鈴木局長

旭日双光章を受章した湯本さん

大久保町長から感謝状の伝達を受けた須澤さん

大久保町長に目録を手渡す関係者の皆さん

児
童
生
徒
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

ー
町
内
小
中
学
生
に
反
射
タ
ス
キ
を
寄
贈
ー
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大  好  き  な

み ん
な の 広 場

人

※みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 48-1111（内線 3510）

笑顔がいいね !や　ち　よ　文　芸 ♥

柴
しば

幸
こう

之
の

介
すけ

豊　子

さん（川西小 5 年）

さん（大里）

　

ぼ
く
の
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
花
だ
ん

の
草
ぬ
き
や
畑
仕
事
な
ど
、
家
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
畑
で
手
間
を
か
け
て
つ
く
っ
て
く
れ

た
野
菜
は
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

い
つ
も
、
ぼ
く
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る

と
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
や
あ
げ
も
ち
を
作
っ
て
く

れ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。
お
手
伝
い
や
、
テ

ス
ト
で
百
点
を
と
る
と
、
「
え
ら
い
ね
～
」
と

か
「
す
ご
い
ね
～
」
と
か
す
ご
く
ほ
め
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
や
る
気
が
で
て
自
分

の
せ
い
せ
き
が
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
、
お
も
し
ろ
く
て
や
さ
し
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
長

生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　「瑛くん」と呼
ばれ、みんなに可
愛がられてる瑛
斗！今は髪型も
さっぱりし、男の
子っぽくなってい
ます♪これからも
好奇心旺盛に、誠
実でまっすぐ育っ
てね！

　寝てる時、食べ
てる時、イタズラ
してる時以外はウ
ルサイ来夢・・・
だけど！来夢の寝
顔にいつも癒され
てます。お姉ちゃ
んと仲良く遊んで
ね。

父　英　樹　さん
母　水　月　さん

父　　賢　　さん
母　郁　美　さん

じ
ま
ん
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

川
かわ

田
た

瑛
えい

斗
と

埋う
づ
み
び火

を
熾
す
火
鉢
や
蓬
餅

　
　
　
　
　
　
　

⼤　
⾥  

⼭ 

中 

康 

雄

草
餅
の
指
あ
と
深
き
里
の
味

　
　
　
　
　
　
　

松 

本  

野 

⼝ 

ま
さ
⼦

玄
関
に
春

し
ゅ
ん

泥で
い

子こ

等ら

は
置
き
土
産

　
　
　
　
　
　
　

菅 

⾕  

照 

内 

美
代
⼦

日
々
感
謝
二
人
三
脚
種
浸
す

久
下
⽥  

川 

村 

エ
イ
⼦

陽
光
に
晒
す
全
身
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　

新 

井  

⽚ 

野 

み
さ
を

社
へ
の
導

し
る
べ

と
な
り
し
春
の
泥

　
　
　
　
　
　
　

⼩ 

屋  

⽯ 

島 

和 

男

草
萌
の
項

う
な
じ

に
戦そ

よ

ぐ
堤
風

　
　
　
　
　
　
　

久
下
⽥  

久
保
ノ
⾕  

清

肩
の
荷
を
一
つ
下
ろ
し
て
彼
岸
過

⼩ 

屋  

倉 

持 

幸 

⼦

若
人
の
被
災
の
春
に
誓
い
来
る

菅 

⾕  

中 

⼭ 

啓 

⼦

趣
味
書
道
ク
ラ
ブ
入
会
筆
を
持
つ

　
　
　
　
　

体
し
な
や
か
に
心
を
込
め
て

 

⼤
⼾
新
⽥ 

⼭ 

本 

好 

⼦

 
お
願
ひ
し
我
名
彫
師
篆
刻
は

　

素
晴
ら
し
き
出
来
感
極
ま
り
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 

蕗 

⽥  

国
府
⽥ 

圭 

⼦

俳　
　

句

短　
　

歌

ちゃん
平成 2７年６月１２日生まれ

（高　野）

柴
しば

崎
さき

来
らい

夢
む

ちゃん
平成 28年 7月 17日生まれ

（高　崎）



町
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る

ー
八
千
代
町
公
共
交
通
会
議
を
設
置
ー

　
３
月
22
日
、
役
場
で
第
１
回
八
千

代
町
公
共
交
通
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。
本
会
議
は
、
町
民
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
公
共
交
通
の
維

持
確
保
お
よ
び
利
用
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
公
共
交
通
手

段
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
現
状
を
分
析
し
公

共
交
通
の
方
向
性
の
検
討
を
行
う

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会議の事業計画等を確認する委員のみなさん

全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
で
準
優
勝

ー
栗
山
の
飯
岡
舞
香
さ
ん
ー

　

３
月
14
日
、
長
野
県
菅
平
高
原

で
開
催
さ
れ
た
第
36
回
全
日
本
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
に
一
中

３
年
（
当
時
）
の
飯
岡
舞
香
さ
ん

が
出
場
。
デ
ュ
ア
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム

競
技
ユ
ー
ス
の
部
で
、
見
事
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

飯
岡
さ
ん
は
「
平

ピ
ョ
ン

昌チ
ャ
ン

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
人
選
手
が
活
躍
し

て
い
る
姿
を
見
て
私
も
あ
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
次
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

力強い滑りで銀メダルを獲得した飯岡さん

 広 告 募 集
 広報やちよに広告を掲載しませんか？

■掲載料金
　1枠　　縦 45.5mm ×横 175mm　１回 10,000 円
　1/2 枠　縦 45.5mm ×横 85mm　１回 5,000 円

■申込方法など詳しくは
　秘書課広報・シティプロモーション係
　 ℡ 48-1111（内線 3510）

ご利用ください。土曜窓口サービス

〇開庁日・時間　毎週土曜日午前８時 30分～正午
               　　　     （祝日、年末・年始を除く）
〇交付できる証明書・事務
 ・住民票の写し・印鑑証明・印鑑登録
 ・戸籍証明（全部事項証明書・個人事項証明書）
※委任状による証明の交付は平日のみ。

■問い合わせ　戸籍住民課住民係（内線 1120）

広告
リキ リ ト

■ 第３回ＳＵＧＡОカップサッカー大会
〔と　き〕３月 25日（日）
〔ところ〕宇都宮市サッカー場
〔主　催〕ＳＵＧＡОサッカークラブ
〔主な結果〕
Ｕ -11
優　勝　八千代町ＳＳ

■ ＳＥＶＥＮ　ＣＵＰ　Ｕ -９
〔と　き〕４月１日（日）
〔ところ〕リバーフィールド古河　レク広場
〔主　催〕古河ＳＥＶＥＮ　Ｆ．Ｃ
〔主な結果〕
第３位　八千代町ＳＳ

広報やちよ№ 703　2018.5 月号　　　8

優勝した八千代町ＳＳのみなさん



広告

■ 第 39回八千代町近隣ママさんバレーボール大会
〔と　き〕  ３月４日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
第3位　八千代ひまわり

■ 第 85回町民ソフトボール大会
〔と　き〕３月11日（日）、18日（日）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会ほか
〔主な結果〕
優　勝　フェニックス
準優勝　五光
第３位　神風フレンズ
第３位　伊勢山ソフト

■ 第 51回八千代町グラウンド・ゴルフ大会
〔と　き〕３月 13日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
男子の部
第１位　鈴木新平（ＴＧＧ）
第２位　宮田高雄（ＦＧＧ）
第 3位　久保谷和夫（ＦＧＧ）
第４位　為我井脩市（さくら）
第５位　諏訪兼四郎（さくら）
女子の部
第１位　佐藤つゆ（やちよ）
第２位　染野寿子（健友会）
第 3位　大里静枝（さくら）
第４位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第５位　大竹ヤイ子（やちよ）

■ 第 35回茨城県小学生全学年シングルス大会
〔と　き〕３月 17日（土）
〔ところ〕池の川さくらアリーナ体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン連盟
〔主な結果〕
４年女子シングルス
準優勝　生井穂乃果
２年女子シングルス
第３位　古澤彩乃
１年女子シングルス
第３位　木瀬颯希
１年男子シングルス
準優勝　飯田大翔
ぴよぴよ男子シングルス
準優勝　古澤翔

広告

9　　広報やちよ№ 703　2018.5 月号

S ports　F ile
スポーツファイル

スポーツ大会の結果
（敬称略）

S ports　F ile
スポーツファイル

（敬称略）

スポーツ大会の結果

優勝したフェニックスのみなさん
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I N FORMAT ION

　

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
な
ら
び
に
耐
震
改
修
に
要
す
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
た
木
造

戸
建
住
宅
の
う
ち
、
地
上
階
数
が

２
以
下
で
述
べ
床
面
積
が
30
㎡
以

上
の
建
物
（
ほ
か
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入
・

押
印
し
、
住
宅
の
建
築
時
期
が
確

認
で
き
る
書
類
（
建
築
確
認
済
証

等
）
を
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

５月の納税等
納期内納付にご協力をお願い
します。

　固定資産税（第１期）
　軽自動車税（ 全 期 ）

 納期は５月 31 日（木）です

　　税務課（内線 1510）

特別滞納整理の実施について
　町税等は、町民への様々な行政サービスを提供す
るうえで欠くことのできない貴重な自主財源です。
大多数の方が、納期限内に納付していただいていま
すが、一部の方が未納の状態となっています。財源
確保と公平性確保の観点から特別滞納整理を実施し
ます。期間中、担当職員がご自宅に電話や訪問をす
る場合がありますので、ご理解ご協力をお願いしま
す。なお、納税に関する相談は、随時受け付けてい
ますので早めにご来庁ください。

期　間　５月 14日（月）～ 25日（金）
町税等　町県民税、軽自動車税、固定資産税
　　　　国民健康保険税、介護保険料
　　　　後期高齢者医療保険料

※納付については、安心便利な口座振替をご利用く
　ださい。

問い合わせ
　税務課収納管理係（内線１５３０）
　長寿支援課介護保険係（内線１２４０）
　国保年金課保険税係（内線１３１０）

住
宅
の
耐
震
は
大
丈
夫
で

す
か
？

( 一財）八千代町ふるさと公社嘱託職員
募集のお知らせ

　八千代グリーンビレッジ憩遊館管理運営業務の補
助を行う嘱託職員を募集します。
　各種手当てや保険などについては、お問い合わせ
ください。

募集人員　１人（高卒以上）
賃　　金　高卒137,600円～。大卒141,900円～
　　　　　※賞与は年２回支給。
就業時間　午前８時 30分～午後９時 30分（時間
　　　　　内シフト制。週休２日制）
　　　　　※年次有給休暇 10日間（６カ月経過後）
選考方法　書類選考のうえ、面接により決定します。
応募方法　履歴書（写真添付）を持参または郵送し
　　　　　てください。

問い合わせ・提出先
　〒 300-3565　八千代町大字松本５９２番地
　（一財）八千代町ふるさと公社
　八千代グリーンビレッジ憩遊館内　　48-4126

問 申
込
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

【
耐
震
診
断
】

自
己
負
担
金　

１
件
あ
た
り

２
０
０
０
円

診
断
士
派
遣
件
数　

３
件
（
先
着

順
）

【
耐
震
改
修
】

補
助
額　

改
修
の
設
計
ま
た
は
工

事
に
要
す
る
費
用
の
３
割
以
内
（

補
助
限
度
額　

設
計
10
万
円
・
工

事
30
万
円
）

補
助
件
数　

各
３
件
（
先
着
順
）

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
（
内
線
２
３
３
０
）

　
「
野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
普
及
啓
発
事
業
と
し

て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部
八
千
代
分

会
に
よ
る
「
実
の
な
る
木
配
布
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好

む
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩
遊

館　

正
面
入
口
付
近

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約

制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

48
‐
１
９
５
５

　
日
時　

５
月
17
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館

対
象
者　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る

５
月
10
日
か
ら
16
日
は
愛

鳥
週
間
で
す

問「
サ
ポ
ス
テ
」
が
あ
な
た

を
応
援
し
ま
す
！

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

TEL 問
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

問

TEL
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場
所　

さ
く
ら
民
家
園
（
つ
く
ば

市
吾
妻
２
‐
７
‐
５
）
※
下
妻
市

役
所
か
ら
の
送
迎
あ
り

対
象
者　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
ま
た
は
満
60
歳
以
上
の

入
会
希
望
者

内
容　

座
学
お
よ
び
実
践

定
員　

20
人

自
己
負
担
額　

２
７
０
０
円

応
募
期
限　

５
月
18
日
（
金
）

　

下
妻
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

44
‐
３
１
９
８

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

場
所　

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
き
ぬ

対
象
者　

３
歳
か
ら
大
人
ま
で
※

小
学
３
年
生
以
下
は
18
歳
以
上
の

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
。

内
容　

巨
大
す
べ
り
台
、
巨
大
ア

ク
ア
チ
ュ
ー
ブ
、
親
子
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
開
催
時
間

や
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。

料
金　

入
館
料
の
み

　

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
き
ぬ

　

30
‐
４
１
２
６

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

内
容　

就
職
の
悩
み
を
解
消
す
る

様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
、
面
接
練
習
、

履
歴
書
添
削
な
ど

相
談
料　

無
料

申
込
期
限　

５
月
16
日
（
水
）

　

厚
労
省
認
定
事
業
い
ば
ら
き
県

西
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

54 

‐
６
０
１
２

日
時　

６
月
３
日
（
日
）
午
前
７

時
30
分
出
発

場
所　

高
尾
山
（
東
京
都
八
王
子

市
）

定
員　

先
着
40
人

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
下
山
時

に
リ
フ
ト
等
を
利
用
す
る
場
合
は

別
途
）

集
合
場
所　

総
合
体
育
館

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
代
理
の

方
の
お
申
し
込
み
は
、
本
人
を
含

め
て
２
人
ま
で
。

受
付
開
始
日　

５
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時

※
コ
ー
ス
は
昨
年
度
と
同
様
で

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

募　
　
　
　

集

募　
　
　
　

集

TEL

問

TEL 問

問

TEL

TEL

オレンジカフェやちよ
認知症の方とそのご家族を中
心にどなたでも参加できる交
流の場です。
　日時：５月 16 日（水）
　　　　午後１時～３時
　場所：図書館会議室
　参加費：100 円
　　地域包括支援センター
　　30-2400（直通）　

「ふるさと八千代カミングディ」実行委員
になりませんか
　町では地方創生事業の一環として、平成 30 年
度に 30 歳を迎える町内小中学校の卒業生を対象
に、友人たちとの再会や新たな出会い・交流のきっ
かけづくり、そして、ふるさと八千代の魅力を再
認識する場として、「ふるさと八千代カミングディ」
を開催します。下記のとおり実行委員を募集しま
すので、ぜひあなたの手で素敵な同窓会を作り上
げましょう。

活動内容　イベントの企画・運営
対　　象　平成 30年度に 30歳を迎える町内小中
　　　　　学校の卒業生（昭和 63年４月２日～
　　　　　平成元年４月１日生まれの方）
募集人数　10 人程度
募集期限　５月 31日（木）

問い合わせ・申し込み
　まちづくり推進課総合戦略室（内線３２３０）

国民健康保険制度改正のお知らせ
　国民健康保険制度が平成 30 年度から、都道府県が
主体となり運営していく制度に変わり、町は県が算定
した納付金を納めることとなりました。この制度改正
に伴い、被保険者の皆様のご負担が増加することとな
りますが、国保制度のご理解ご協力をお願いします。

〇税率・税額表
３０年度税率（新） 29 年度税率（旧）

基礎賦課分
（医療分）

所得割率 ７．８０％ ７．１０％
資産割率 ２５．００％ ３２．００％
均等割額 ２１，０００円 １７，９００円
平等割額 ２０，０００円 １８，９００円

後期高齢者
支援金分

所得割率 ２．５０％ １．８０％
資産割率 ６．００％ ８．００％
均等割額 ９，０００円 ４，６００円
平等割額 ８，０００円 ４，８００円

  介護納付金分    
 （40 歳以上 64
    歳以下）

所得割率 ２．００％ １．３０％
資産割率 ４．００％ ７．６０％
均等割額 ７，０００円 ６，９００円
平等割額 ６，０００円 ４，５００円

さ
い
。

　

総
合
体
育
館

　

48
‐
２
４
６
９

日
時　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

場
所　

町
民
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
お
よ
び
65
歳
以
上
３
０
０

円
、
ペ
ア
（
親
子
、
夫
婦
等
）

６
０
０
円
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
20
日
（
日
）

　

総
合
体
育
館

　

48
‐
２
４
６
９

日
時　

５
月
25
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

問

木
造
空
き
家
簡
易
鑑
定
士

養
成
講
座

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
主
催

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

夏
を
先
取
り
！
５
月
プ
ー

ル
イ
ベ
ン
ト

一
日
テ
ニ
ス
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

TEL 問

問い合わせ　国保年金課国保税係（内線１３２０）

催

し

物

催

し

物

問TEL



足
が
生
じ
る
こ
と
等
の
た
め
、
次

の
と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
等
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
す
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

可
決
し
た
議
案
内
容

議会だより議会だより

◇
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例　
　

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指

定
権
限
を
県
か
ら
町
に
移
譲
す
る

こ
と
に
伴
い
、
事
業
の
人
員
・
運

営
の
基
準
等
を
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
支
払
準
備
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　
　

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正◇
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

平
成
27
年
５
月
に
成
立
し
た

「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
施
行
に
伴
う
も
の
で
、
改
正
の

主
な
点
は
、
県
が
国
保
税
制
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、
町
が
賦
課
・

徴
収
し
、
県
に
納
付
す
る
仕
組
み

に
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県

に
納
め
る
国
保
事
業
納
付
金
に
不

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６9

議長に「上野　政男氏」が就任、平成３０年度一般会計予算を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

●　

条　

例

　平成 30 年第１回定例会は、３月６日から 16 日までの 11 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議長選挙が行われ、投票の結果、上野政男議員が議長に就任しました。また、町執行部よ
り平成30年度当初予算をはじめ、条例改正など28議案が提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、３月 14 日と 15 日に行われ、８人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

　

町
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
町
議
会
に
対
し
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
第
25
代
八
千
代
町
議
会

議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
使
命
と
職
責
の
重
さ
を
痛

感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
福
祉
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
、
雇
用
の
確
保
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
の
地
方
創
生
の
推
進

な
ど
、
地
方
自
治
体
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
に
課
せ
ら
れ
る
責
務
は
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
八
千
代
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
議
員
自
ら
が
自
己
研
鑽
に
努
め
、
町
執
行

部
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
、
有
効
な
施
策
を
推
進
し
、
諸
課
題
の
解
決

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
議
会
の
権
能
を
発
揮
し
、
町
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
運
営
を
目
指
し
て
、
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
町
議
会
に
対
す
る
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

上野　政男議長大里　岳史副議長

医　療　分 後期高齢者支援金分 介　護　分

現　行 改正後 現　行 改正後 現　行 改正後

所得割 7.10% 7.80% 1.80% 2.50% 1.30% 2.00%

資産割 32.00% 25.00% 8.00% 6.00% 7.60% 4.00%

均等割 17,900 円 21,000 円 4,600 円 9,000 円 6,900 円 7,000 円

平等割 18,900 円 20,000 円 4,800 円 8,000 円 4,500 円 6,000 円
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部
改
正　
　

◇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て

い
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
連
す
る
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◇
議
長

　

大
久
保
武
議
員
が
議
長
を
辞
職

し
た
こ
と
に
伴
い
、
投
票
に
よ
る

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
開
票
の
結

果
、
上
野
政
男
議
員
が
議
長
に
当

選
し
ま
し
た
。

　
　

（
平
成
30
年
３
月
６
日
就
任
）

◇
町
道
路
線
の
廃
止

　

公
共
用
財
産
の
用
途
廃
止
申
請

会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 2億 412万円 78億 9千 792万円

国 民 健 康 保 険 1千 677万 8千円 35億 7千 972万 2千円

後期高齢者医療 △250万 8千円 1億 8千 334万 6千円

介護（保険事業） 841万1千円 17億 4千19万 2千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 90万 3千円 591万 7千円

区 画 整 理 △1千 99万 4千円 1億7千 763万 6千円

農 業 集 落 排 水 △1千 917万 2千円 5億 8千 717万 6千円

下 水 道 △2千 653万 9千円 4億 5千 953万 5千円

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入：536 万 6 千円を増額し、収入合計を 4 億 7

千 891 万 2 千円とするもの

・支出：556 万 8 千円を増額し、支出合計を 3 億 9

千 475 万 6 千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・支出：50 万円を減額し、支出合計を 7 千 734 万 9

千円とするもの

●　

平
成
29
年
度
補
正
予
算

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 75 億 7 千 900 万円 72 億 257 万 3 千円 5.2%

国 民 健 康 保 険 30 億 4 千 189 万円 35 億 3 千 312 万 4 千円 △ 13.9%

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 9 千 481 万 1 千円 1億 6千 750 万 9 千円 16.3%

介護（保険事業） 16 億 6 千 526 万 2 千円 16 億 9 千 716 万 1 千円 △ 1.9%

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 404 万 1 千円 501 万 4 千円 △ 19.4%

区 画 整 理 1 億 3 千 210 万 7 千円 1億 7千 503 万円 △ 24.5%

農 業 集 落 排 水 3 億 5 千 370 万 7 千円 6億 603 万 9 千円 △ 41.6%

下 水 道 4 億 1 千 758 万 2 千円 4億 7千 967 万 4 千円 △ 12.9%

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入　4億 7千 87 万円（前年度 4 億 7 千 354 万 6 千円）対前年度 0.6% 減

・支出　3億 5千 920 万 5 千円（前年度 3 億 8 千 918 万 8 千円）対前年度 7.7% 減

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入　0円（前年度 0円）

・支出　9千 672 万円（前年度 7千 284 万 9 千円）対前年度 32.8% 増

※不足額 9千 672 万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年

度及び当年度分損益勘定留保資金で補填

◇平成 30 年度　当初予算◇

●　

そ
の
他

●　

選　

挙

に
伴
い
、
本
郷
地
内
の
１
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

　

県
営
畑
総
（
中
結
城
地
区
）
と

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
西
大
山
・
佐
野
・
若
地
内
の

４
路
線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

議
会
事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
１
０

傍聴席から見た議場の様子

◇
町
道
路
線
の
変
更

　

終
点
部
分
の
修
正
と
中
央
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
松
本
・

菅
谷
地
内
の
２
路
線
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
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税
金
滞
納

に
つ
い
て

　

近
年
の
町
税
収
入
状
況
を
見
る

と
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
徴

収
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
滞
納
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
滞
納

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

納
税
者
に
対
し
て
、

親
切
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
、
住

民
に
寄
り
添
う
形
で
の
納
税
相
談

を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
年
度
課
税
分
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
な
い
よ

う
早
期
の
催
告
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
平
成
23
年
度
以

降
、
毎
年
着
実
に
収
納
率
が
向
上

し
、
平
成
28
年
度
は
過
去
最
高
の

税
収
額
26
億
９
千
２
０
０
万
円
を

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
８
名
が
登
壇

収
納
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
全
て
の

税
目
に
お
い
て
収
納
率
が
前
年
を

上
回
る
状
況
に
あ
り
、
総
じ
て
町

税
の
滞
納
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
信
頼
に
応
じ

た
納
税
秩
序
の
維
持
の
観
点
か
ら

も
、
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

町　

長　

行
政
運
営
に
お
い
て
、

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収
確

保
は
自
治
体
運
営
の
根
幹
で
す
。

こ
こ
数
年
、
当
町
の
収
納
状
況
は

微
増
な
が
ら
も
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
税
収
に
つ
い
て
も
28
年
度
、

29
年
度
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
額
を

更
新
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
西
山
工
業
団
地
に
新
た

に
増
設
さ
れ
た
新
工
場
や
八
千
代

工
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
な
ど
、

近
い
将
来
の
税
収
増
も
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
い
て
も
、
２
年
連

続
で
葉
物
類
を
中
心
に
好
調
を
維

持
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
新
た
な
行
政
需
要
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
引
続
き

財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
、
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

滞
納
税
の
徴
収
に
お
い
て
、
滞

納
者
に
対
し
て
辛
辣
な
物
言
い
を

す
る
職
員
も
い
る
と
聞
く
。
対
応

を
教
育
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
部
長　

基
本
的
に
は
納
税
相

談
等
を
行
い
、
個
々
の
事
情
に

そ
っ
て
対
応
し
て
い
る
状
況
で

す
。
滞
納
整
理
関
係
に
つ
い
て
、

良
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
職
員
を

指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

廣瀬　賢一議員

平成 30 年 2 月末現在の調定額・収入済額

（単位：千円、％）

調定額 収入済額 収納率

法　　人
町 民 税

165,840 169,890 102.4

町県民税 1,141,330 985,120 86.3

国民健康
保 険 税

1,083,990 798,120 73.6

審　議　内　容

議席 1 2 3 4 5 7 8 9 10 11 12 13 14
議
長

審
議
結
果

増
田　

光
利

国
府
田
利
明

大
里　

岳
史

廣
瀬　

賢
一

大
久
保
弘
子

中
山　

勝
三

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

小
島　

由
久

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

湯
本　
　

直

上
野　

政
男

八千代町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 30 年度八千代町一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 30 年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 30 年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 30 年度八千代町介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

〇・・・賛成　　×・・・反対

※今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない

　議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームペー

　ジの会議録（５月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

第１回定例会における議案等の審議結果

広報やちよ№ 703　2018.5 月号　　　14



か
ら
法
定
外
繰
入
れ
を
行

わ
な
い
こ
と
、
将
来
に
お

け
る
賦
課
方
式
の
県
内
統

一
を
考
慮
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を

受
け
、
今
回
、
税
率
改
定

に
至
っ
た
わ
け
で
す
が
、

検
討
経
過
と
今
後
ど
の
よ

う
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
の
高
度

化
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に

よ
り
、
医
療
給
付
費
は
上

が
る
一
方
で
す
。
近
隣
市

町
の
税
率
と
療
養
諸
費
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成
30

年
度
か
ら
市
町
村
は
、
県

が
算
定
し
た
国
保
事
業
費

納
付
金
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
国
保
事
業
費
納
付

金
額
が
約
11
億
２
千
８
０
２
万

円
、
必
要
保
険
料
総
額
が
約

10
億
３
千
２
６
５
万
円
で
す
。
平

成
30
年
度
の
予
算
編
成
作
業
を
進

め
て
い
く
中
で
、
国
保
事
業
費
納

付
金
を
納
付
す
る
に
あ
た
り
、
不

足
額
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
被
保
険
者
の
方
の
負
担
が
一

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

中山　勝三議員

気
に
増
加
し
な
い
よ
う
一
般
会
計

か
ら
約
１
億
円
を
法
定
外
繰
入
金

と
し
て
繰
出
し
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
な

お
不
足
額
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
国
保
税
率
の
改
正
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

被
保
険
者
の
方
に
は
、
所
得
水

準
や
加
入
人
員
に
よ
り
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
町

は
平
成
16
年
度
に
国
保
税
率
の
改

正
を
し
て
以
来
、
14
年
間
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
や
低
所
得
者
の
方

に
対
し
て
は
、
均
等
割
額
・
平
等

割
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
改
正
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町　

長　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め

に
は
、
歳
出
に
見
合
っ
た
保
険
料

水
準
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
負

担
が
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
的
・

段
階
的
な
国
保
税
率
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
を

行
い
、
国
保
税
率
が
急
激
な
増
と

な
ら
な
い
よ
う
な
税
率
の
改
正
を

行
う
よ
う
指
示
を
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
国
産
機
械
㈱
の
八
千
代

工
業
団
地
へ
の
進
出
が
決
定
し
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当

該
企
業
の
業
務
内
容
及
び
町
に
も

た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
八
千
代
工
業
団
地
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
進
出
を

希
望
す
る
企
業
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
部
長　

税
制
面
の
優
遇

措
置
に
つ
い
て
は
、
新
規
立
地
企

業
に
対
し
て
３
年
間
固
定
資
産
税

の
課
税
を
免
除
す
る
と
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
産
機
械
㈱
は
、
日
野

自
動
車
へ
の
部
品
製
品
の
提
供
の

ほ
か
、
製
造
ラ
イ
ン
の
製
作
や
保

全
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
日
野

自
動
車
古
河
工
場
の
重
要
な
部
分

を
担
う
、
結
び
つ
き
の
深
い
会
社

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
日
野
自
動
車
工
場
の
近

辺
に
敷
地
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る

企
業
で
あ
り
ま
し
て
、
八
千
代
工

業
団
地
の
立
地
条
件
の
優
位
性
が

示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し

ま
し
て
、
新
聞
に
国
産
機
械
㈱
進

出
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
以
降
、

多
く
の
企
業
が
八
千
代
工
業
団
地

に
関
心
を
示
さ
れ
、
問
合
せ
、
現

地
視
察
等
が
き
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
工
業
団
地
で
の
操
業
が

実
現
さ
れ
れ
ば
、
地
元
の
人
材
を

採
用
し
た
い
と
い
う
会
社
の
希
望

も
あ
り
、
町
内
の
方
が
10
分
余
り

の
通
勤
距
離
で
働
け
る
と
、
こ
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
財
政
面
で
言
え
ば
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て

宮本　直志議員

近隣市町村の国保税率及び療養諸費等 （単位：％、円）

所得

割率

資産

割率
均等割額 平等割額 療養諸費

直近の税率

改定年度

古　河　市 10.1 31,500 24,000 299,054 H26

結　城　市 10.2 39.0 31,000 31,000 277,680 H20

下　妻　市 10.2 47.6 29,400 28,200 293,261 H15

常　総　市 10.8 35,500 30,000 295,176 H26

五　霞　町 11.1 45.0 32,000 32,000 296,632 H21

境　　　町 12.0 45.0 35,000 33,000 275,134 H21

坂　東　市 9.6 31.0 41,000 26,000 283,874 H26

筑　西　市 11.2 38,500 28,000 318,035 H20

桜　川　市 10.0 38.6 29,700 32,000 317,799 H20

八千代町
現　在 10.2 47.6 29,400 28,200

254,842 H16
改正後 12.3 35.0 37,000 34,000

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に

伴
い
、
県
か
ら
保
険
税
徴
収
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

※古河市、結城市、境町、筑西市、桜川市は平成 30 年度改定予定

国産機械㈱の工業団地進出が決まり、調印後
に握手する大久保町長と荒田鎌吉会長（左か
ら２番目）ら関係者
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町　

長　

こ
の
た
び
、
東
京
都
日

野
市
に
本
社
を
置
く
国
産
機
械
㈱

が
、
２
月
28
日
、
私
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
県
開
発
公
社
と
正
式
に

土
地
売
買
契
約
を
締
結
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
こ
の
場

を
か
り
ま
し
て
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

企
業
名
を
報
告
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
県
の
開
発
公
社
と
企
業
か

ら
の
強
い
要
望
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
特
に
契
約
の
観
点
か
ら
、
あ

く
ま
で
当
事
者
は
県
と
企
業
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
責
任
と
信
用
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
結
果
を
見

守
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で

す
。

　

な
お
、
名
前
を
伏
せ
た
ま
ま
で

は
議
会
へ
の
説
明
が
困
難
と
な
る

こ
と
も
当
然
伝
え
ま
し
た
が
、
契

約
締
結
ま
で
は
不
安
定
か
つ
微
妙

な
時
期
で
あ
り
、
町
に
対
す
る
期

待
と
責
任
に
応
え
る
た
め
に
も
、

万
全
を
期
す
意
味
で
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
の
回
答
で
し

た
。

　

八
千
代
工
業
団
地
の
造
成
工
事

に
お
い
て
、
入
札
が
執
行
さ
れ
る

前
に
、
あ
る
会
社
が
下
請
に
入
れ

な
け
れ
ば
、
町
発
注
工
事
を
取
れ

な
く
す
る
と
圧
力
を
か
け
た
と
い

う
う
わ
さ
が
流
れ
た
。
ま
た
、
今

ま
で
も
町
の
事
業
に
対
し
圧
力
を

か
け
、
権
力
を
も
っ
て
支
配
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
情
報

が
数
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
う
わ
さ
を
町
長
は

聞
い
て
い
る
の
か
。
徹
底
的
に
調

査
を
行
い
、
事
実
で
あ
っ
た
と
き

に
は
、
町
と
し
て
厳
し
い
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
す
べ
き
で
あ
る
。

町　

長　

私
は
、
議
員
が
述
べ
ら

れ
た
よ
う
な
う
わ
さ
は
聞
き
及
ん

で
い
ま
せ
ん
し
、
事
実
関
係
に
つ

い
て
何
の
把
握
も
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
等
に
対
す
る

意
見
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

八
千
代
工
業
団
地
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
も
県
開
発
公
社

と
連
携
を
と
り
、
万
全
の
体
制
で

造
成
工
事
の
完
成
、
企
業
の
立
地
、

操
業
開
始
と
手
順
を
踏
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
公
立
小
中
学
校
教

員
の
勤
務
実
態
調
査
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ

る
月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務

を
し
た
教
員
は
、
小
学
校
で
34
％
、

中
学
校
で
58
％
に
上
り
、
教
職
員

の
勤
務
実
態
は
危
機
的
状
況
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
町
に
お
け
る
教
員

の
労
働
実
態
と
事
務
負
担
軽
減

策
、
労
災
職
業
病
防
止
策
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
は
部
活
動
指
導

の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、
外
部
コ
ー
チ
の
活
用

は
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
次
長　

当
町
の
小
中
学
校
教

員
の
１
日
当
た
り
平
均
労
働
時
間

は
、
小
学
校
で
約
10
時
間
、
中
学

校
約
11
時
間
で
す
。
時
間
外
労
働

が
月
80
時
間
を
超
え
る
教
員
は
、

増田　光利議員

小
中
学
校
教
員
の
長
時

間
労
働
問
題
に
つ
い
て

　

２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

会
に
お
い
て
、
八
千
代
工
業
団

地
へ
進
出
を
希
望
す
る
企
業
よ

り
、
東
地
区
３
万
３
千
㎡
の
う
ち

１
万
６
千
５
０
０
㎡
を
譲
り
受
け

た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

町
が
３
万
３
千
㎡
の
土
地
を
県
開

発
公
社
に
１
億
７
千
２
４
０
万
円

で
売
却
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
進
出
企
業
の
会
社
概

要
・
業
務
内
容
の
説
明
を
受
け
た

の
だ
が
、
企
業
名
は
明
か
さ
れ
な

か
っ
た
。
執
行
部
が
企
業
名
を
知

り
な
が
ら
議
会
に
公
表
せ
ず
、
承

認
を
求
め
よ
う
と
は
議
会
軽
視
に

他
な
ら
な
い
。

　

私
は
企
業
誘
致
の
必
要
性
を
過

去
の
一
般
質
問
等
で
何
度
と
な
く

訴
え
て
き
た
議
員
の
一
人
で
あ

り
、
議
案
に
賛
成
し
た
わ
け
で
す

が
、
な
ぜ
企
業
名
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

八
千
代
工
業
団
地
へ
の
進
出
企
業
に
つ
い
て

小島　由久議員

土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
に
対
す

る
収
入
の
ほ
か
、
法
人
町
民
税
も

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
額
や
悪
質
と
思
わ
れ
る
滞
納

者
へ
の
県
租
税
債
権
管
理
機
構
に

依
頼
す
る
基
準
を
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。

総
務
部
長　

納
税
相
談
に
応
じ
な

か
っ
た
り
、
分
納
不
履
行
、
担
税

力
が
あ
り
な
が
ら
納
付
を
拒
む
等

の
悪
質
な
納
税
者
に
つ
い
て
は
、

滞
納
額
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合

に
、
債
権
機
構
へ
の
依
頼
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

税
収
確
保
は
行
政
運
営

に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
な
業
務

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
税
負
担
の

公
平
性
の
確
保
に
つ
い
て
も
担
保

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
さ
ら
に
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
公
共
施
設

の
再
生
、
高
齢
化
率
の
高
ま
り
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
行
政
需
要
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
さ
ら
に
財
政
基
盤

の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
引
続
き
全
庁
あ
げ
て
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長　

教
職
員
の
労
災
職
業
病

で
最
も
多
い
も
の
は
、
う
つ
病
、

躁
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
系
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
よ
っ
て
重
篤
化
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、

管
理
職
に
よ
る
教
職
員
一
人
ひ
と

り
と
の
面
談
や
日
常
の
声
か
け
等

に
よ
り
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
を
発
症

し
た
場
合
は
校
務
文
書
の
軽
減
や

治
療
、
休
養
の
取
得
な
ど
、
精
神

的
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
よ
う
学

校
長
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
介
護
保
険
法
改
正
に
つ
い
て

・
八
千
代
町
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
策
に

つ
い
て

　

国
保
の
被
保
険
者
は
年
金
生
活

者
や
非
正
規
労
働
者
な
ど
、
低
所

得
の
方
が
約
７
割
を
占
め
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
が
納
付
金

を
強
制
す
る
中
、
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
れ
を
継
続
し
な
け

れ
ば
、
町
民
負
担
が
増
大
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
国
保
財
政
悪
化
の
要
因

は
国
庫
負
担
割
合
の
半
減
に
よ
る

も
の
で
す
。
国
に
対
し
て
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
と
県
に
県
独

自
の
繰
入
れ
を
求
め
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
保
険
税
を
か
け
る
均
等
割
は
軽

減
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
金
は
、
過

去

５

年

間

の

合

計

で

は

約

７
億
９
千
８
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
来
、
医
療
費
を
補
う

た
め
の
財
源
は
、
国
・
県
・
市
町

村
な
ど
か
ら
の
法
定
内
の
公
費

と
、
加
入
者
の
皆
様
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
国
保
税
で
賄
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
町
の
国
保
財
政

は
、
深
刻
な
財
源
不
足
に
陥
っ
て

お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
れ
に
よ
っ
て
何
と
か
運
営
し

て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
財
源
不

足
を
法
定
外
で
補
填
し
続
け
る
こ

と
は
、
国
保
加
入
者
以
外
の
町
民

の
方
と
の
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

県
に
国
保
事
業
費
納
付
金
を
納
め

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
保
税
率
の
改
正
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
金
の
減
額
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、深
刻
な
財
源
不
足
の
中
、

子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
の
財
源
を

確
保
し
、
均
等
割
の
軽
減
を
実
施

す
る
こ
と
は
大
変
困
難
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

町　

長　

国
保
の
財
源
不
足
を
法

定
外
繰
入
金
で
補
填
し
続
け
る
こ

国
保
都
道
府
県
単
位
化
に
つ
い
て

と
は
、
他
の
施
策
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
今

後
も
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
国
保
特
別
会
計

の
救
済
を
図
り
つ
つ
、
一
般
会
計

の
健
全
な
運
営
も
確
保
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
の
さ
ら
な
る
財

政
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
国
民
皆
保
険

を
支
え
る
国
保
が
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
制
度
と
な
る
よ

う
、
国
・
県
に
要
望
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
町
有
地
処
分
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

大久保　弘子議員

小
学
校
で
総
数

86
人
の
う
ち
６

人
で
約
７
％
、

中
学
校
で
は
54

人
の
う
ち
31
人

で

約

57

％
と

な

っ
て

い

ま

す
。

　

中
学
校
の
部

活
動
時
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
月

曜
日
と
土
日
の
い
ず
れ
か
を
休
み

と
し
て
お
り
、
平
日
は
２
時
間
、

土
日
は
半
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
運
動
部
等
で
の
大
会
前

や
練
習
試
合
等
に
あ
っ
て
は
、
時

間
延
長
や
土
日
の
両
日
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
民
間
企

業
等
か
ら
の
外
部
コ
ー
チ
の
活
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
の
部
活

動
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
コ
ー
チ
等
が
指
導
を
行
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

教
員
の
労
働
環
境
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
校
務
を
支
援
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

事
務
負
担
の
軽
減
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
健
康
管
理
面
で
は
教

員
の
労
災
職
業
病
で
最
も
多
い
と

さ
れ
る
う
つ
病
等
の
早
期
発
見
の

た
め
に
、
努
力
義
務
と
さ
れ
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
今
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
教
員

の
労
働
環
境
改
善
に
引
き
続
き
努

法定外繰入れを継続し、町民負担の軽減を

教職員の勤務実態は危機的状況
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暇
を
取
っ
て
お
り
ま
し
た
。
最
近
、

地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
公
務
執
行
妨
害
や
不
当
要
求

等
に
よ
り
、
中
に
は
裁
判
に
至
っ

て
い
る
行
政
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
で
、
折
角
の
機
会
な
の

で
、
参
考
に
な
る
と
思
い
行
っ
て

ま
い
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
告
訴
し
た
当
事
者
で
す

が
、
町
長
の
職
を
辞
め
さ
せ
よ
う

と
質
問
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
八
千
代
町
の
正
義
・
常
識
を

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

言
っ
て
い
る
の
で
す
。
訴
え
ら
れ

て
も
最
後
ま
で
裁
判
で
争
え
ば
い

い
の
だ
と
、
そ
う
い
う
考
え
が

八
千
代
町
に
浸
透
す
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
か
ら
私
は
申
し
上
げ

て
い
る
。

町　

長　

私
は
、
町
長
と
し
て
町

民
の
信
任
を
得
た
わ
け
で
す
が
、

判
決
が
出
た
場
合
に
は
そ
れ
な
り

の
覚
悟
は
し
て
い
ま
す
。
以
前
に

も
最
高
裁
ま
で
戦
う
と
言
っ
て
い

ま
す
。
裁
判
中
の
こ
と
な
の
で
、

裁
判
の
こ
と
に
つ
い
て
は
答
弁
を

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

町
長
は
将
来
を
見
据
え
た
中
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
考
え
な
の
か
。
ま
た
、
町

の
目
玉
は
何
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町　

長　

本
町
の
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
で
あ
り
、
安
定
し
た
財
源
確
保

に
向
け
て
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
持
続
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
町
の
指
針
と
し
て
示
し
た

八
千
代
町
第
３
次
行
財
政
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
も
と
、
全
庁
総
力
を

挙
げ
て
、
歳
入
歳
出
の
両
面
か
ら

さ
ら
な
る
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
就
任
当
初
よ
り
町

民
の
皆
様
と
対
話
と
協
調
の
ま
ち

づ
く
り
を
第
一
に
町
政
を
運
営
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
対
話
の
機
会
を
通

じ
、
議
員
各
位
を
初
め
多
く
の
町

民
の
皆
様
と
積
極
的
に
意
見
交
換

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
千
代
町
の
目
玉
は
福

祉
施
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
町
長
の
地
方
税
法
違
反
（
秘
密

漏
え
い
）
に
つ
い
て

　

町
長
は
初
公
判
で
無
罪
を
主
張

し
て
お
り
ま
す
。
水
戸
地
方
検
察

庁
が
下
し
た
在
宅
起
訴
の
判
断
は

間
違
っ
て
い
る
と
の
解
釈
で
よ
ろ

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
前
定
例
会
で
町
長
辞
職

勧
告
決
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

町
長
の
町
政
運
営
の
指
針
に
つ
い
て

国府田　利明議員将来を見据えたまちづくりで八千代町の発展を

※掲載記事は、国府田議員本人からの寄稿によるものです。

　

水
戸
地
検
は
昨
年
12
月
13
日
に

地
方
税
法
違
反
の
罪
で
町
長
を
在

宅
起
訴
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、

翌
14
日
に
当
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告

決
議
案
の
提
出
に
至
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
辞
職
勧
告
決

議
が
可
決
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
連
の
行
動

に
対
し
て
、
町
長
は
何
の
反
応
も

示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
町
職
員
が
刑
事
事
件
を
起

こ
し
た
場
合
は
、
逮
捕
・
起
訴
・

裁
判
と
段
階
を
踏
む
過
程
の
中

で
、
ど
の
時
点
で
町
の
処
分
を
下

す
の
か
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

　

ま
た
、
酒
気
帯
び
運
転
の
疑
い

で
摘
発
さ
れ
た
、
下
妻
地
方
広
域

事
務
組
合
に
出
向
し
て
い
る
職
員

の
処
罰
の
経
緯
に
つ
い
て
も
お
聞

き
し
た
い
。

町　

長　

公
人
が
刑
事
事
件
の
被

告
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
に
つ
い

て
、
交
通
事
故
、
飲
酒
運
転
等
の

場
合
に
は
略
式
裁
判
と
い
う
こ
と

で
、
判
決
が
出
る
わ
け
で
す
。
判

決
が
出
た
と
き
に
、
町
の
規
則
に

照
ら
し
合
わ
せ
ま
し
て
対
応
い
た

し
ま
す
。

　

該
当
職
員
に
つ
い
て
は
、
略
式

で
判
決
が
下
り
、
下
妻
地
方
広
域

事
務
組
合
で
は
範
例
が
な
い
た

め
、
八
千
代
町
の
範
例
に
従
い
停

職
３
カ
月
と
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。

　　

副
町
長
は
職
員
の
出
勤
状
況
を

毎
日
把
握
し
て
い
る
の
か
。
２
月

22
日
に
、
町
長
の
初
公
判
が
開
か

れ
た
際
に
秘
書
公
室
長
が
傍
聴
に

来
て
い
た
が
、
当
日
の
出
勤
体
制

は
ど
う
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
た

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

副
町
長　

課
員
の
休
暇
に
つ
い
て

は
課
長
が
掌
握
、
課
長
ま
で
の
職

員
に
つ
い
て
は
部
長
が
掌
握
し
て

お
り
、
部
長
の
年
休
に
つ
い
て
は
、

私
の
方
で
決
裁
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
の
初
公
判
に
秘
書
公
室
長

が
傍
聴
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
休

個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て

大久保　敏夫議員
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た
。
即
辞
職
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
、
答
弁
願
い
ま
す
。

町　

長　

裁
判
中
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
意
見
を
申
し
述
べ
る
の
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
長
辞
職
勧
告
決
議
案
に
つ
い

て
は
、
誠
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

町
長
が
在
宅
起
訴
さ
れ
た
と
の

報
道
に
つ
い
て
、
副
町
長
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
実
で
あ
れ
ば
公
人
と

し
て
品
位
や
名
誉
を
損
な
う
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
で
あ
り
、
政
治

倫
理
条
例
違
反
に
値
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

副
町
長　

ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、

現
在
裁
判
中
で
す
の
で
、
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
自
分
を
八
千
代
町
長
と
し
て

適
任
者
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

告
訴
が
何
人
か
続
き
、

疑
惑
の
デ
パ
ー
ト
で
あ
り
ま
す

が
、
私
は
選
挙
を
５
選
戦
い
、
全

て
大
差
で
勝
た
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

去
る
、
１
月
24
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
霞
ヶ
浦
用
水
管
理
所
に
お
い
て
、
担
当
の
方
か
ら
霞
ヶ
浦
用
水
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
巨
大
な
揚
水
機
場
ポ
ン
プ
室
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

　

霞
ヶ
浦
用
水
は
、
霞
ヶ
浦
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
を
茨
城
県
西
南
地
域
へ
農
業
用
水
・
水
道
用
水
・

工
業
用
水
と
し
て
供
給
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
用
水
の
受
益
地
は
、
当
町
を
含
む
11
市
２
町
に
わ
た
っ

て
お
り
、
安
定
的
な
用
水
供
給
の
効
果
は
、
茨
城
県
の
農
業
産
出
額
８
年
連
続
全
国
２
位
と
い
う
結

果
に
表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
用
水
は
８
市
１
町
の
県
民
34
万
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
工
業
用
水
を
13
市
１
町
に
供
給
し
て
お
り
、
利
用
例
と
し
て
製
成
量
日
本
一
を

誇
る
ビ
ー
ル
工
場
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

揚
水
機
場
ポ
ン
プ
室
に
お
い
て
は
、
農
業
用
水
用
に
５
台
、
都
市
用
水
用
に
３
台
、
合
わ
せ
て
８

台
の
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
水
需
要
に
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
運
用
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
の
累
計
取
水
量
は
約
17
億
㎥
、
霞
ヶ
浦
の
約
２
・
８
杯
分
に
相
当
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

昭
和
63
年
に
通
水
を
開
始
し
て
以
来
、
今
日
の
茨
城
県
西
南
地
域
の
産
業
発
展
・
生
活
水
準
の
向
上

を
支
え
て
き
た
こ
と
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
つ
く
ば
市
の
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
に
お
い
て
、
担
当
者
か
ら
火
山
災
害
・
地
震
・
風

水
害
等
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
事
例
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
地
図
と
測
量
の
役
割
を
体

感
で
き
る
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
土
地
理
院
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
行
政
機
関
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
頻
発
す
る
災

害
へ
の
対
応
と
し
て
、
最
新
技
術
を
活
用
し
防
災
情
報
の
収
集
・
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
早
期
の
復
旧
を
図
る
上
で
、
被
災
状
況
等
の
災
害
情
報
の

把
握
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
国
土
地
理
院
で
は
、
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
収
集
に
努
め
、

そ
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
お
り
、
貴
重
な
情
報
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
を
今
後
の
町
の
防
災
対
策
を
進
め
る
う
え
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
執
行
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研
修
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
会
議
員
研
修
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地図と測量の科学館にて 霞ヶ浦用水管理所にて

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

19　　広報やちよ№ 703　2018.5 月号



平成 29 年度八千代町総合表彰式
 3 ⽉ 23 ⽇、中央公⺠館で平成 29 年度⼋千代町総合表彰式が⾏われました。町の発展に貢献されてきた 32 ⼈
と 10 社に表彰状や感謝状が贈られました。式に際し⼤久保司町⻑は「受賞された皆さんはそれぞれの分野で活
躍され、豊かで活⼒ある地域づくりの⼀助となっています。今後とも、その豊富な経験と幅広い知識をもって、
町政の各分野にわたりご⽀援とご協⼒をお願いします」とあいさつ。受賞者を代表して⽻⿃昭⼀さんが「私たち
は地⽅⾃治の進展や地域福祉の増進など多岐にわたる分野で、全⼒を傾注し地道な活動をしてきました。今回の
受賞を機に決意を新たにし、町発展のため努⼒を続け、すばらしいまちづくりの⼀翼を担っていきたい」と謝辞
を述べました。                              
                                          （敬称略・順不同）

《表彰の部》
町消防団副団⻑ ⽻⿃昭⼀（佐野
東）
交通安全協会分会⻑ 野村祐⼀（仁
江⼾⻄） 関富⼠男（佐野⻄）
⼟ 地 区 画 整 理 事 業 審 議 会 会 ⻑ 

（故）仲⼭良男（若）
統計調査員 中島⿓三郎（⽚⾓）
社会を明るくする運動推進委員会
会⻑ 幡⾕法尊（⼋町）
⻘少年相談員 ⾼⽊敏（蕗⽥） 和
⽥ふみ（粟野） ⼤久保保⼦（野⽖） 
飯村伯⾏（⾙⾕）

《感謝の部》
⾏政区⻑ 河⼝梓（平塚新⽥）

⾏政副区⻑ 武藤勝（平塚新⽥）
⾷⽣活改善推進員 廣瀬照⼦（太
⽥） 濵名しげ⼦（⾙⾕） ⼩⽵か
つ 枝（ 本 郷 ）  関 久 美 ⼦（ 新 地 ） 
鈴⽊きみい（村貫⻄） ⾼嶋惠美⼦

（⾼野） 廣瀬たけ乃（瀬⼾井） ⺟
⼦保健推進員 森三惠⼦（本⽥） 
増⼭静枝（⽔⼝） 安江三恵⼦（久
下⽥） 川村靜江（野⽖） ⾕中成
以⼦（坪井）
⽂化財保護審議会会⻑ 湯本良師

（野⽖）
⽂化財保護審議会副会⻑ ⽣井敏
夫（佐野東）
スポーツ少年団指導者 平岡剛（⾈
⼾） ⾼野拓実（仁江⼾⻄）

給⾷センター建設敷地を提供 ⽔
書敏⼦（古河市）
中央公⺠館⼤ホール簡易階段を寄
付 有限会社⼩⾥⼯業（境町）
町へ多額の寄付 ⾼嶋勝男（⽇⽴
市） 瀬川貴（⼤⽥区） 塚⽥聡（川
崎市）
公共⼯事施⼯優秀 鈴縫⼯業株式
会社 有限会社広瀬設備 ⼤⾥産
業株式会社 株式会社久保⾕建設 
⾼塚建設⼯業株式会社 株式会社
須藤隆建築設計事務所 株式会社
フケタ設計茨城事務所 株式会社
ＮＪＳ茨城出張所 株式会社マル
ミ

（左）表彰された皆さん
（下）受賞者を代表して謝辞を
述べる⽻⿃さん
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「八菜丸」
町イメージキャラクター

人のうごき　４月 1日現在
人　口 22,581人 （1,236）
　男　 11,834人 （1,021）
　女　 10,747人 （    215）
世帯数 7,697世帯 （1,053）
（　）内は外国人で内数


